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はじめに（第３期スポーツ基本計画を踏まえて）
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Ⅰ．設置者（地方自治体）へのお願い
１．設置者の意識改革

◎ユニバーサルデザインの推進にあたって…
スポーツ施設の環境整備に加え、地域の生活環境すべてに通じる意識改革
• ひとりひとりがユニバーサルデザイン化への理解
• お互いを尊重し助け合う心を育む

地域、そして全国の共生社会の実現に向けた取組であることを改めて発信

スポーツ施設における
ユニバーサルデザイン化

の推進

社会体育
施設 都道府県 市区町村

民間企業 企業内施設
（福利厚生施設等） 民間スポーツクラブ

ユニバーサルデザイン化の趣旨・目的等への理解
そして、関係者と利用者が協力・連携して取り組む体制の構築
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Ⅰ．設置者（地方自治体）へのお願い
２．現状把握とスポーツ推進計画との関連性

都道府県
市区町村 スポーツ推進計画地域の現状把握

（利用者の声も含む）

スポーツ施設のユニバーサルデザイン化 ＝ まちづくりへの展開・共生社会の実現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

新規建設施設

既存施設・改修施設

指定管理等の入札等要件に、
ユニバーサルデザイン化の内容を

必須条件とする

公認スポーツ施設管理士・運営士
公認障害者スポーツ指導者の配置

＋
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Ⅱ．スポーツ施設の管理者へのお願い
施設管理者

民間団体事業団等 スポーツ協会

地方自治体

○○○
担当

スポーツ振興
担当

○○○
担当

○○○
担当

○○○
担当◎日々利用者へユニバサールデザイン化に配慮したサービス提供

◎現状確認・状況共有

◎日常的な管理運営の改善計画の作成・提案

◎改修等が必要な場合は、予算化要望

◎管理者内でのユニバーサルデザイン化の知識の醸成

連携

誰もが気軽にスポーツに親しむことができる場づくりの実現
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Ⅳ．スポーツを通じて目指すものとは

第３期スポーツ基本計画（今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む12の施策）

 全ての項目を進めるうえでは、ユニバーサルデザイン化の概念を念頭に計画し、実行していかなければならない。
 特に当協会としては、スポーツ庁と連携し、ユニバーサルデザイン化推進のため、４７都道府県体育・スポーツ施設
の協力を仰ぎながら理解啓発のための研修会の開催を継続的に実施して行くことが大切であると考える。



１．公認資格者の養成講習会カリキュラムの内容の検討

⇒ユニバーサルデザイン化推進のための内容の追加

２．ブロック別体育・スポーツ施設研究協議会においてユニバーサルデザイン化推進のた
めの講演を計画

⇒全国９ブロックにおいてユニバーサルデザイン化推進のための講演の実施

３．ユニバーサルデザイン化推進のための研修プログラムの検討

⇒地域のＵＤ化推進に向けた研修プログラムの作成
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Ⅴ．日本スポーツ施設協会における今後の課題



ご清聴ありがとうございました。

今後とも、安全・安心な施設を「つくる、はぐくむ」そして、
人々が「集まり、ともに、つながる」スポーツ施設を目指し、
「だれもが、性別、年齢、障がい等にかかわらず、いつでも

スポーツが行える」（アクセスできる）

環境づくりにご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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